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～環境保全活動や持続可能なライフスタイルに関する動画を制作・発信！～ 

大学生グループによるＳＮＳアカウント「きょうえこ」での動画配信について 

 

 

 

 

 

 

 

 京都市では、環境問題やこれに関わる諸問題を他人ごとではなく自分自身の

問題として捉え、環境保全のために自ら考え行動し、持続可能な社会を構築する

「担い手づくり」を目指しています。 

この度、京都市内の大学に通う学生が、本市連携の下、「環境レポート※１」か

ら本市の環境の状況や環境保全に関する施策や取組を学び、学生目線で“今日か

ら実践できること”に焦点を当てながら、身近な環境問題や日常生活の中で取り

組める環境保全活動等に関する動画を企画・制作し、ＳＮＳで発信しますので、

お知らせします。 

※１ 環境レポート…京都市環境基本条例第８条に基づき、京都市環境基本計画に掲

げる施策の進行状況を点検・評価した結果を年次報告書として取

りまとめ、「環境レポート」として公表している。 

 

１ 動画の概要 

⑴ 制作目的 

  環境保全や環境問題については、市民を対象としたアンケート調査※２に

よれば、「関心はある」ものの、「環境保全活動を実践するために必要な情報

が十分に得られていない」と感じる人が多くいるといった課題があります。  

こうした課題に対して、本件は、動画制作に関わった学生の学びにつなげ

ることはもちろん、ＳＮＳによる動画の発信により、従来、行政から手が届

きにくかった層へのアプローチを図り、次代を担う若い世代に対し、環境保

全活動への参加を呼び掛けます。 

 

⑵ 配信内容 

  本市の環境保全に関する施策等を学んだ学生が、“今日から実践できるこ

と”に焦点を当てながら、身近な環境問題や、給水スポットマップの使い方

やごみの分別方法、日々のエコライフなど日常生活の中で取り組める環境保

全活動等に関する動画を企画・制作し、発信します。 

  環境保全活動に対する学生の、どうすればよいのか分からないといった悩

みや、何だか難しそうといった実践までの壁を理解し、学生目線から見た持

続可能なライフスタイルを分かりやすくポジティブにお届けし、行動の実践

につなげます。 



  

⑶ 初回（第１弾）配信日 

令和５年１０月２４日（火） 

 

⑷ 配信アカウント等 

   以下のアカウント等は、本市協力の下、 

「きょうえこ」を運営する学生が管理しています。 

ア Instagram：＠kyoeco.kyoto（アカウント） 

イ Facebook ：きょうえこ（ページ名） 

ウ TikTok  ：kyoeco.kyoto（ＩＤ） 

 

２ 「きょうえこ」について 

  京都市内の大学に通う学生が、京都西陣の伝統産業から出る廃材のアップ

サイクルを行う「sampai※３」と連携し、京都市の取組をはじめとした、“今日

から実践できる” 環境保全活動等に関する情報をＳＮＳで発信するプロジェ

クトです。 

 

【ロゴの由来】 

  京都の“京”と“今日”の二つの意味を持たせ、日々

の生活の中ですぐに始められることを、今日から始めて

ほしいという想いが込められています。 

 

※２ 令和４年度アンケート調査について 

Ｑ１ 環境保全や環境問題に対して関心があ

りますか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 環境教育・学習や環境保全活動に関す

る情報を十分に得られていると感じます

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜アンケート調査の実施概要＞ 

調査方法：インターネットによる調査 

調査対象：市内在住の 15～79歳の男女（1,000名） 

調査期間：令和 5年 2月 9日(木)～2月 28日(火) 

※性別及び年代の構成比は京都市住民基本台帳人口に準拠 

年齢 男性 女性 

15～19歳 13 16 

20～29歳 90 87 

30～39歳 67 70 

40～49歳 85 89 

50～59歳 88 92 

60～69歳 65 72 

70～79歳 75 91 

計 483 517 
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※３ sampai(サンパイ)について 

   「きょうえこ」を運営する学生と連携し、若い世代をはじめ、従来、行政

から手が届きにくかった層へのアプローチを図り、「きょうえこ」の認知度

向上を支援します。 

sampai は、京都西陣の伝統産業から出る廃材を再利用し、伝統素材の特

性やこだわりを活かしたハンドメイドアクセサリーを製作しています。「産

業廃棄物を減らす、想いを紡ぐ。」のミッションの下、商品販売を通して伝

統産業の置かれる現状や素材提供企業の取組等を消費者に伝えています。 

 

 


